第31回　L-band RF電子銃開発グループ会合

日程：2011年6月21日(火曜日）

時間:　13時30分より

接続: KEK-MCU3+ WEBEX

出席者：浦川、早野、川瀬、入澤（KEK)、磯山、加藤（阪大）、飯島、栗木（広大）

◯磯山先生より、空洞の製作状況について報告があった.

空洞ロウ付け後に周波数を測定した所、目標値の1300.3MHzに対して1299.12MHzとなり、予定よりも1MHzいじょう小さい値となった。ロウ付け時には締め付けトルクを再現するようにSUSのスプリングワッシャーにより固定したが、それが原因かもしれない。周波数調整器は、端板部を押し込むことで周波数を下げることができる。周波数を上げるには端板部を引き出す必要がある。そこで善後策としては以下の対応を検討。

1）端部を引き出す方法として、空洞内壁に治具をいれて引っ張る方法、ビームパイプロウ付け後にパイプを引っ張る方法がある。

2）以前検討された方法は空洞内部に治具を入れる方法。検討図面あり。一方、DESYではパイプを引っ張る方法で行っている模様。

3)内壁を触ることには抵抗があるため、パイプをロウ付け後に引っ張る方法を行う。治具の製作が必要。

◯細田（栗木代理）より、CsTeカソード量子効率評価用の光学系について報告があった。

5月30日から一週間ほど、細田と栗木がSTFにおいて上記の検討作業をおこなった。現状ではCsTeカソード蒸着時に量子効率が計測できないため、最適化が困難である。量子効率の計測のため、Xeランプ光源とした光学系を構成し、設置定盤、カバー等の設計をすすめている。ランプからの光から回折格子による単色器で266nmの光を切り出して利用する。ようやく概略図面が完成し、ケーバックに製作図面の作成をしていただいている。内容を確認しだい、製作に取り掛かる予定。

Q：次回の作業はいつ頃がよいか？

A:諸事情を勘案して、7/11からの週がよいだろう。予定の納期は３週間なので、間に合うように段取りをする。

その他

STF側で阪大のRF電子銃のテストが可能となる日程は、９月中旬頃の予定。

阪大製作の空洞は端板部の水チャンネルなどの取り合いにより、FNAL空洞よりもカソード輸送系の移動量が大きくなる可能性がある。必要な移動量が確保されていないと、カソードプラグが届かないということになるので、現状を把握する必要。

次回ミーティングは7月22日（金曜）　13時30分より。

文責：栗木　　　

